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論　　文　　の　　要　　旨
　原子核の大振幅集団運動の理論を展開するために，原子核の平均場に基づく記述法は中心的な役割を果たして
きた。とりわけ，原子核に特有な自己無撞着性を取り込んだスキルムカ等の有効相互作用を用いたハートレー
フォック法は，原子核の静的な変形のポテンシャルエネルギー面について多くの重要な知見をもたらした。しか
し，最近の時間依存ハートレーフォック（TD服）に基づく解析によって，このポテンシャルエネルギー面だけ
では多体系の動的な性質をとらえるには不十分であることが解ってきた。実験事実においても，変形のポテンシャ
ルエネルギー面では理解できないところに安定な状態が存在し得ることが変形共存現象として明らかになってき
た。これらの事実は，原子核の運動を単にポテンシャルエネルギー面上で考える従来の断熱的な描像を再検討す
ることが必要であることを示唆している。即ち，原子核の動的な性質を研究するうえで核子の配位を正しく考慮
することが極めて重要である。核子の配位に着目すると，従来の単純なポテンシャルェネルギー面は核子の配位
を指定した多数のポテンシャルェネルギー面の包絡面になる。大振幅集団運動は，核子配位の異なるエネルギー
面の間を次々に遷移することにより実現されるダイナミックな現象である。
　本論文の目的は，この核子配位の異なるポテンシャルェネルギー面の聞の遷移の微視的機構を解明することで
ある。従来の変形に対応する集団座標の他に核子の配位変化を記述する新たな自由度を導入する方法が提案され
た。これにより，集団運動は核子の配位とともに自己無撞着かつダイナミカルに時閻発展するという描像が得ら
れた。この理論は，単純な模型を用いた数値解析によりその有効性が実証された。
審　　査　　の　　要　　旨
本論文は，原子核研究の重要な課題である大振幅集団運動の微視的理論の展開における新たな方向性を開拓し
た。本論文で展開された基礎的な理論展開が今後大きく発展し，原子核研究の進展に寄与することが期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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